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今月の人口
平成19年9月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,988人（－40）

男……… 25,521人（－13）

女……… 26,467人（－27）

世帯数…………16,339世帯

暮らしのカレンダー 緊 急 医

休 日 診 療 所

200710October

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……30人

死亡……47人

転入……54人

転出……79人

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を

事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
東郷西
保育園

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

10月　7日（日）・　8日（祝）

　　 14日（日）・21日（日）

　　　28日（日）

5

24

28

金

水

日

夜

夜

昼

春日眼科

さくら眼科
☎22-4100

☎24-3222

（上平井）

9 火 夜

☎24-6022

16 火 夜

21 日 昼

石川整形外科
クリニック

皮フ科
新栄クリニック

☎24-6500
（平　井）

（平　井）

（杉 山）

医科・歯科とも開設しています。

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

　8月26日（日）、雁峰山をスタ

ート、川路地内の休耕田をゴー

ルとして、新城パラグライダー

カップが行われ、77機の色とり

どりのパラグライダーが、新城

の大空を舞いました。

　東浦町から参加した阿知波広

和さんは、「コンディションに

よっては１人もゴールできない

こともあるので、今日はゴール

できてよかった」と満足気でし

た。
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緊急医（午後7時～午後11時）

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

中根医院

米田内科

内山医院

星野病院

ながしのクリニック

荻野医院

西新町内科整形外科外科医院

森下医院

中村医院

ほうらいクリニック

茶臼山厚生病院

織田医院

村松内科

高木内科医院

ちさと医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

今泉病院

くまがい医院

荻野医院

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

星野病院

緑が丘診療所

今泉医院

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

ちびっ子運動会(桜淵いこいの広場)

市功労者表彰式【文】

麻薬・覚せい剤乱用防止運動
(～11月30日)

目の愛護デー

寒露

霜降

体育の日

第１３回しんしろスポレク祭（桜淵いこいの広場）

秋の行政相談週間（～21日）

薬と健康の週間(～23日)

40歳からの健康週間(～１４日)

体育室親子無料開放(午後)【青】

( 本 町 )

( 川 路 )

( 本 町 )

( 平 井 )

( 平 井 )

( 大 野 )

( 長 篠 )

( 長 篠 )

（東新町）

( 布 里 )

( 的 場 )

( 大 野 )

( 富 沢 )

(下吉田)

（東新町）

( 栄 町 )

( 杉 山 )

( 副 川 )

( 長 篠 )

( 栄 町 )

( 富 永 )

( 長 篠 )

(下吉田)

( 富 永 )

(緑が丘)

(大野田)

( 大 野 )

(緑が丘)

(玖老勢)

( 本 町 )

( 川 路 )
かず

あ ち は ひろ

おおぞら

げ

新城パラグライダーカップ



　
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
「
実
り

の
秋
」
「
食
欲
の
秋
」
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
夏
バ
テ
気
味
だ
っ
た
体
も

徐
々
に
食
欲
が
出
て
き
て
、
食
べ
物

が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
で
、
食
べ
過
ぎ
に
よ
る
肥
満

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
こ
こ
で
、
生
活
習
慣
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。



タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

放
置
す
る
と
…

　
皆
さ
ん
は
、
ご
自
分
の
腹
囲
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
男
性
な
ら
90
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
女
性
な
ら
85
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
方
は
お
な
か
の
中
の
脂
肪
（
内

臓
脂
肪
）
が
た
ま
っ
た
肥
満
の
状
態
（
内

臓
脂
肪
型
肥
満
）
と
い
え
ま
す
。
　

　
こ
の
内
臓
脂
肪
型
肥
満
は
高
血
圧
、

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
な
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
生
活
習
慣
病

は
、
重
い
病
気
と
は
み
な
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
に
高
血
圧
、

高
脂
血
症
、
高
血
糖
が
組
み
合
わ
さ
る

と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

い
う
恐
い
状
態
に
な
る
の
で
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
放

置
し
て
お
く
と
、
や
が
て
は
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
、

あ
る
程
度
症
状
が
進
ま
な
い
か
ぎ
り
、

な
か
な
か
症
状
と
し
て
出
に
く
い
病
気

で
す
。

　
し
か
も
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
循
環
器

病
は
働
き
盛
り
に
突
然
発
症
す
る
こ
と

が
多
く
、
生
命
に
関
わ
る
重
大
な
病
気

で
あ
り
、
後
遺
症
も
深
刻
で
す
。
症
状

が
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
っ
て
生
活

習
慣
病
を
改
善
し
な
い
と
、
い
ず
れ
は

生
命
を
も
脅
か
す
病
気
へ
と
移
行
し
て

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
こ
と
ば
を
、
皆
さ
ん
一
度
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
危
険
性
を
高
め
る
複
合
型
リ
ス
ク
症
候
群
と
い
う
も

の
を
、
統
一
し
た
表
記
に
し
よ
う
と
い
う
世
界
的
な
流
れ
の
中
、
平
成
17

年
4
月
に
、
日
本
の
８
つ
の
学
会
が
診
断
基
準
を
ま
と
め
、
公
表
し
た
も

の
で
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
を
説
明
し
ま
す
。

要注意！
メメ

最大血圧が130�hg以上または／かつ

最小血圧が85�hg以上

おへそ周り（腹囲）が男性で85�以上・女性90�以上

＋

空腹時血糖値が110�／dl 以上

上の表の2項目以上に該当すれば、

「メタボリックシンドローム」となります。

中性脂肪値が150�／dl以上または／かつ

HDLコレステロール値が40�／dl未満

メタボリックシンドロームの診断基準表

そ
く

し
ん
き
ん
こ
う
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40歳～49歳

メタボリックシンドロームが強く疑われる人

50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上

40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上

17.2%

9.7%

23.0%

33.3%

35.8%

7.0%

14.0%
15.9% 15.4%

13.1%

17.4%
19.0%

14.3%

27.0%

33.9%
36.6%

男性

女性

%

%

メタボリックシンドロームの予備軍と考えられる人

有
酸
素
運
動
を
し
よ
う

　
有
酸
素
運
動
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
中
で
の
運
動
、
テ
ニ
ス
、

ゴ
ル
フ
、
自
転
車
な
ど
が
あ
て
は
ま
り

ま
す
。

　
市
民
病
院
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
対
策
講
座
を
出

前
講
座
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
区
単
位
な
ど
で
要
望
が
あ
れ
ば
、

各
地
区
の
公
民
館
・
集
会
所
な
ど
へ
伺
い

ま
す
。
市
民
病
院
総
務
課（
☎
23
‐
7
8
5
2
）

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

中
高
年
の
人
は
と
く
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
来
年
度
か
ら
健
康
診
断
の
内
容
が

変
わ
り
、
腹
囲
の
測
定
が
加
わ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
普
段
の

生
活
を
見
直
し
、
自
分
の
健
康
づ
く

り
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

防
と
対
策

自転車

ジョギング

し
ま
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
健

康
診
査
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
段
階
で
き
ち
ん
と
改
善
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
解
消
す
る
こ
と

が
最
も
確
実
な
方
法
で
す
。
内
臓
脂
肪

が
増
え
る
一
番
の
原
因
は
、
運
動
不
足

や
食
べ
過
ぎ
、
不
規
則
な
食
事
な
ど
の

カ
ロ
リ
ー
の
取
り
す
ぎ
で
す
。
ま
ず
、

適
正
な
食
事
の
量
と
質
に
す
る
と
と
も

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
朝
食
を
必
ず
取
り
、
夜
食
や

間
食
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
改

善
、
予
防
と
し
て
効
果
的
な
運
動
は
、

有
酸
素
運
動
を
行
う
こ
と
で
す
。
有
酸

素
運
動
は
お
も
に
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
、

筋
肉
に
酸
素
を
十
分
に
取
り
込
み
な
が

ら
全
身
を
使
っ
て
行
う
運
動
の
こ
と
で

す
。

　
普
段
運
動
を
し
て
い
な
い
人
が
急
激

に
行
う
と
続
き
ま
せ
ん
の
で
、
無
理
せ

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
有
酸
素
運
動
の
効
果
を
得
る
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
１
回
20
分
以
上
、
週

に
３
〜
５
回
の
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

予予

市のメタボリックシンドローム状況
平成18年度基本健康診査の結果

市の平成18年度基本健康診査の結果をみると、男性・女性とも50歳以上
の人の3割以上が、メタボリックシンドロームの予備軍と考えられる人、
または強く疑われる人と考えられます。
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既
存
の
宅
内
配
線
は
、
配
線
の
種
類
や
劣
化
な
ど
の
状
況
で
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
や
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
視
聴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
宅
内
配
線
の
張
替
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

張
替
工
事
が
必
要
な
場
合

�
既
存
の
宅
内
配
線
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
を
つ
な
い
で
も
映
ら

　
な
い
と
き

�
既
存
の
宅
内
配
線
が
古
か
っ
た
り
、
傷
つ
い
て
い
た
り
し
て
有
料
サ
ー
ビ

　
ス
が
視
聴
で
き
な
い
と
き

�
既
存
の
宅
内
配
線
が
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
を
流
せ
な
い
配
線
の
と
き

工
事
内
容

　
宅
内
配
線
が
使
え
な
か
っ
た
場
合
、
新
規
に
テ
レ
ビ
へ
配
線
し
ま
す
。

﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
で
行
う
工
事
の
配
線
方
法
は
、
露
出
配
線
（
外
壁
を
回
す
工

事
）
に
な
り
ま
す
。

せ
っ

く

は

り

か

え

PC

TV

TV

TV

既存宅内配線

既存宅内配線不良箇所

新規張替配線

図1

ブースター

分配器

光
放
送
端
末

分
配
器

光
放
送
端
末



TV

　1配線� 　　　　　　   12,600円

4,000円程度

4,000円程度

4,000円程度

　2配線� 　　　　　　   14,700円

　3配線� 　　　　　   　16,800円

配 線 数 　　　　�　　　　費　　　用

地 デ ジ   地デジ・BS     デジタルミニ       デジタル

配線費用 ：10,500円（基本料金）＋（2,100円×張替配線数）

（開局以降）

工事の費用について（［ティーズ］が施工する場合）

テレビのコース変更費用

【インターネットのコース変更】�１回につき手数料525円

張り替える配線数で、工事費用が異なります。

※地デジコースからその他のコースへの変更費用には、チューナー設置費用、出張費、ブースター交換費用
　（必要な場合のみ）が含まれており、宅内の状況で金額は変動します。

　
図
1
（
6
ペ
ー
ジ
下
段
）
で
は

¦

部
分
の
配
線
は
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

が
、

¦
部
分
の
既
設
宅
内
配
線
不
良

箇
所
は
、
配
線
を
張
り
替
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
新
規
張
替
配
線
は
エ
ア
コ
ン
穴

な
ど
か
ら
入
線
し
、

¦
部
分
の
よ
う

に
既
存
配
線
と
は
別
に
配
線
し
ま
す
。
入

線
で
き
る
穴
が
な
い
場
合
は
、
壁
に
穴
を

開
け
て
入
線
し
ま
す
。

　
図
１
で
は
、
２
配
線
の
張
替
工
事
を
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
配
線
費
用
は
１
４，

７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

光
成
端
箱
の
近
く
に
電
源
が
な
い
時
は
ど

う
し
ま
す
か
。

近
く
に
電
源
が
な
い
時
は
、
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
に
よ
り
電
気
を
家
の
中
の
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
宅
内
配
線
・
分
配
器
・
ブ
ー
ス
タ

ー
が
使
え
る
か
調
査
し
て
も
ら
い
、
見
積

も
り
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す

か
。

そ
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
の
時
に

使
用
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　
﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
と
契
約
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
、
変
更
費
用
が

新
た
に
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

変更後

変更前

地デジ

地デジ・BS

デジタルミニ

デジタル

2万円程度 2万円程度 2万円程度

無　料

無　料

無　料無　料

無　料

無　料

QQ AA



公
　園

東新町駅

新
城

駅

JR飯
田

線

新城警察署

城北東部公園

新城郵便局

田
町
川

的場

警察署南

東新町

新城文化会館

新城田町川

�

�

�

済

済

済

済

済

緑
地

公
園

済

済

済

済

済

済

済

済
済

�
�
�
�

�

�

�

�
�

�

※各エリア分譲地とも後日確定測量を行います。その結果、多少の面積の増減による総額の変更があります。

都
市
計
画
課
　☎
23
‐
7
6
4
0

新
城
田
町
川
土
地
区
画
整
理
組
合

■本

北エリア

北エリア

南エリア

南エリア

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

番号� 　面　積　�� 　 総　　　額� 　　�単　価　 （坪単価）

番号� 　面　積　�� 　 総　　　額� 　　�単　価　 （坪単価）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

205.52（62.17坪）

172.07（52.05坪）

190.41（57.60坪）

224.51（67.91坪）

224.52（67.92坪）

202.47（61.25坪）

202.47（61.25坪）

205.55（62.18坪）

192.52（58.24坪）

221.18（66.91坪）

187.90（56.84坪）

187.91（56.84坪）

260.08（78.67坪）

14,982,408円

13,903,256円

15,308,964円

14,997,268円

14,997,936円

13,524,996円

13,524,996円

14,491,275円

13,572,660円

16,101,904円

14,280,400円

14,281,160円

14,486,456円

72,900円（240,990円）

80,800円（267,113円）

80,400円（265,780円）

66,800円（220,840円）

66,800円（220,817円）

66,800円（220,816円）

66,800円（220,816円）

70,500円（233,053円）

70,500円（233,047円）

72,800円（240,650円）

76,000円（251,238円）

76,000円（251,251円）

55,700円（184,142円）

第1種中高層住居専用地域（北エリア）
第1種住居地域（南エリア）

建ぺい率／ 60％
容 積 率／200％
上下水道完備
前面道路幅6m
（北エリア舗装済、南エリア舗装予定）

用 途 地 域

土地の概要

住　環　境

J R 飯 田 線　新城駅　　徒歩10分
　　　　　  　東新町駅　徒歩　5分
豊 鉄 バ ス 停　西新町　　徒歩　6分
学 校 区　新城小学校
　　　　　　　新城中学校
新 城 市 役 所　徒歩10分
新城文化会館　徒歩 5分
新 城 小 学 校　徒歩12分
新 城 中 学 校　徒歩10分

新
城
田
町
川
土
地
区
画
整
理
組
合
で
は
、
保
留
地
の
宅
地
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。



　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な

ど
の
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
お
聞
き
し
て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
役
所
に
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・
環

境
衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通
安
全
・

道
路
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
。

※
開
設
日
に
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、

　
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

　
・
新
城
地
区
　
菅
野
美
津
雄

氏

　
　
☎
22
‐
２
０
６
０

　
・
鳳
来
地
区
　
松
井

和
之

氏

　
　
☎
34
‐
０
０
５
５

　
・
作
手
地
区
　
平
松
　弘
明
 氏

　
　
☎
37
‐
２
２
４
６

行
政
苦
情
１
１
０
番

　
総
務
省
　
中
部
管
区
行
政
評
価
局
　

　
首
席
行
政
相
談
官
室

　
　
☎
０
５
２
‐
962
‐
１
１
０
０

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
の
案
内

が
け
地
か
ら
移
転
さ
れ
る
方
に
補
助
を
し
ま
す

※がけの近くに建てられた昭和30年以前の

　住宅が対象となりますので、その後増築

　された場合は対象から除外されます。

平
成
20
年
度
以
降
、
移
転
を
希
望
す
る
方
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

7
8
万
円
以
内

4
4
4
万
円
以
内

2
0
6
万
円
以
内

5
8
万
円
以
内

7
8
6
万
円
以
内

新
し
い
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
の
た
め
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の

借
り
入
れ
金
利
子
相
当
額

　
「
近
く
の
が
け
が
危
険
で
ど
こ
か
に
移
転
し
た
い
」
な
ど
の
考
え
が
あ
り
、
昭

和
30
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
一
定
の
条
件
に
合
え

ば
、
補
助
金
を
受
け
安
全
な
場
所
へ
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
が
け
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
す

べ
り
な
ど
で
住
民
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域
内
の
危
険

住
宅
（
自
己
所
有
以
外
で
も
可
）
を
、

安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
こ
と
を
促

進
す
る
た
め
、
危
険
住
宅
の
除
去
な

ど
に
要
す
る
費
用
と
、
新
た
に
建
設
・

購
入
す
る
住
宅
の
借
り
入
れ
利
子
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

市
民
課
　
　

☎
23
‐
7
6
2
8

市
民
福
祉
課
　☎
32
‐
0
5
1
1

市
民
福
祉
課
　☎
37
‐
2
2
1
1

都
市
計
画
課
　☎
23
‐
7
6
4
0

■鳳 ■本
●問

■本
●申
●問

■作

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
15
日

（月）
〜
21
日

（日）

こ
の
制
度
は

　
が
け
地
な
ど
著
し
く
危
険
な
区
域
を
、

地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
指
定
し
た

災
害
危
険
区
域
ま
た
は
建
築
を
制
限

し
て
い
る
区
域
内
の
住
宅
で
す
。

　
下
の
図
1
の
よ
う
な
状
況
が
危
険

住
宅
で
す
が
、
ほ
か
に
も
家
の
す
ぐ

下
に
が
け
が
あ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

建
築
許
可
な
ど
の
許
可
が
必
要
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
都

市
計
画
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

危
険
住
宅
と
は

30度

高さ
2メートル
以上

がけとは…

高さが2メートル以上あり、その勾配

が30度以上のものを指します。

住 宅

図1

危険な住宅

除     　 却

補 助 金移     　 転

新しい住宅

移転事業の概要

～～～～～～～～～～～

建
　
　
物

土
　
　
地

敷
地
造
成

危
険
住
宅
の
除
去
費
用

補

助

内

容

補

助

限

度

額

合

　

　

　

計

平
成
19
年
度
の
補
助
金
参
照
例

10
月
３
日

（水）

午
後
１
時
〜
４
時

月
日
・
時
間

場
　
所

鳳
来
開
発

セ
ン
タ
ー

10
月
９
日

（火）

午
前
10
時
〜
午
後

３
時

市
民
体
育
館
第

１
・
２
会
議
室

10
月
９
日

（火）

午
前
10
時
〜
午
後

３
時

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

虹
の
郷
相
談
室

行
政
相
談
所
の
開
設

み

つ

お

か
ず
ゆ
き

こ
う
め
い

い
ち
じ
る

こうばい



　
上
映
会
終
了
後
、
午
後
5
時
ご

ろ
か
ら
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新

城
実
行
委
員
会
」
の
主
催
で
、
新

城
文
化
会
館
は
な
の
き
広
場
を
中

心
に
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
・
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
昨
年
初
め
て
開
催

し
、
今
年
が
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
内

容
を
多
く
取
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
通

じ
て
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
へ
と

つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

の
主
催
で
、
映
画
「
不
都
合
な
真
実
」

が
上
映
さ
れ
ま
す
。
こ
の
映
画
は
、

ア
ル
・
ゴ
ア
元
ア
メ
リ
カ
副
大
統

領
が
出
演
し
「
地
球
温
暖
化
問
題
」

を
真
正
面
か
ら
と
ら
え
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
、
私
た
ち
が

生
活
の
中
で
環
境
を
守
る
努
力
を

続
け
る
こ
と
の
重
要
さ
を
訴
え
て

い
ま
す
。

　
深
刻
な
地
球
温
暖
化
の
問
題
は
、

地
球
規
模
の
非
常
に
大
き
な
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
10
月
27
日

（土）
　
午
後
3
時

場
　
所

　
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　〈
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
〉　

　
〒
４
４
１
‐
１
３
２
６

　
新
城
市
字
中
野
15
‐
10

　
新
城
市
商
工
会
館
２
階

　
電
　
話
23
‐
３
２
１
１

　
F
A
X
23
‐
３
９
９
８

※
原
則
と
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の

　
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
が
、

　
電
話
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
し

　
ま
す
。

※
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど
を
お
知

　
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
先
着
1
,

2
0
0
人
で
締
め
切
り

　
と
な
り
ま
す
。

（
複
数
人
で
申
し
込
む
場
合
、
全

員
の
氏
名
・
電
話
番
号
が
必
要
に

な
り
ま
す
）

環境課　☎23‐7629●問 本

日
　
時
　
10
月
21
日

（日）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

場
　
所
　
新
城
文
化
会
館
 は

な
の
き
広
場

問
い
合
わ
せ
　
り
さ
い
く
る
21
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
村
田
）
　
☎
23
‐
7
6
0
3

　
　
　
　
　
　
環
境
課
　
☎
23
‐
7
6
2
9

第
54
回

人類唯一の故郷。

それが今、危機に瀕しているのです。

これは人道的な問題なのです。

それを解決するのはあなたです。

　　　　　　　　　　　　　本編より

桜淵公園での昨年のキャンドルナイトのようす

同
時
開
催
！

　「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」

同
時
開
催
！

　「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」

ひ ん



257

301

301

151

151

鳳来寺山

三河川合

湯谷温泉

本長篠

桜淵

飯田線

（富岡地内）

海老

玖老勢

布里

杉平

四谷

大野

長篠

東名高速

富岡
国道301号
東名高速下周辺

【集合場所】

富岡ふるさと会館

東郷

豊島

清
岳

連谷小学校区
【集合場所】

連谷小学校

海老小学校区
【集合場所】

海老小学校

鳳来西小学校区
【集合場所】

鳳来西小学校

協和小学校区
【集合場所】

協和小学校
鳳来中部小学校区

【集合場所】

鳳来中部小学校

巴小学校区
【集合場所】

巴小学校

東郷中学校周辺
【集合場所】

東郷中学校

鳳来寺小学校区
【集合場所】

鳳来寺小学校

桜淵公園周辺
【集合場所】

木かげプラザ

豊川右岸・牟呂
松原頭首工周辺

【集合場所】

豊島河川敷広場

各地区集合場所案内図

譲
り
た
い
も
の

�
パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ
ク
（
高
さ
130
セ
ン
チ
・
幅

　
64
セ
ン
チ
・
奥
行
き
65
セ
ン
チ
）

�
つ
っ
ぱ
り
棒
（
地
震
対
策
用
品
）

�
石
臼
・
杵

�
木
刀
（
80
セ
ン
チ
）

�
学
習
机
（
小
学
生
女
子
用
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

�
製
粉
機

�
パ
イ
プ
支
柱
（
農
業
用
）

�
自
転
車
（
大
人
用
）

�
キ
ー
ボ
ー
ド
（
楽
器
‐
子
ど
も
用
を
含
む
）

�
真
空
管
式
ラ
ジ
オ
・
ス
テ
レ
オ

�
一
輪
車
（
小
学
生
女
子
用
）

�
箱
型
ミ
シ
ン

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前
　
②

住
所
　
③
電
話
番
号
を
本
庁
環
境
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
10
月
28
日

（日）
　
小
雨
決
行

　
午
前
９
時
〜
10
時（
午
前
９
時
集
合
）

　
雨
天
の
場
合
は
11
月
４
日

（日）

市
内
11
カ
所
で
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

お
近
く
の
会
場
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
・
タ
オ
ル
を
現
地
で

　
お
渡
し
し
ま
す
。

　
今
回
の
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
は
、
「
川

と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
合
わ
せ

て
実
施
し
ま
す
。

　
三
河
地
区
の
各
市
町
村
が
同
時
に
行

う
取
り
組
み
で
す
。

　
郷
土
の
川
や
海
を
み
ん
な
で
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
！

　今年の6月に引き続いて実施します。市民・事業所・行政が一体となって、市内全域の環境美化活動を

展開し、ごみのないきれいなまちをつくりましょう。

い
し
う
す

き
ね



　「新城」の地名発祥の地となっている新城小学

校で、開校 120 周年記念事業の一つとして、石碑

と説明板の除幕式が行われました。

　この事業で、庭園の整備や木造校舎玄関の改修

なども行いました。

　120 周年記念事業実行委員長の藤原眞治さんは、

「これを機に、新城小学校の子どもたちが誇りを

持って、りっぱに成長することを祈ります」とあ

いさつしました。

　海外を訪問し、国際的な視野を深めるために、

中学生海外派遣団結団式、高校生海外派遣壮行会

が新城文化会館で開催されました。

　中学生 58 人が親善大使として韓国へ、高校生

12 人が市の姉妹都市ニューキャッスル市（アメ

リカ）へ派遣。

　穂積市長は「ことばの壁を乗り越え、見聞を広

めてほしい」と述べました。

新城小学校で石碑・説明板除幕式

中学生・高校生海外派遣

8／25�

8／22�

（中学生結団式）

（高校生壮行会）

派遣者の代表コメント

城所那奈さん（千郷中学 3 年生）　　　

　新城市、また日本の代表という気持ちを持って、

胸を張って出発します。

原田有梨さん（宝陵高校 3 年生）

　海外でないと学べない文化、言語、日本との違

いを学び、大きく成長してきたいです。

・

な な

ゆ り



⑱

作
手
の
湿
原
群

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
作
手
地
区
に
は
た
く
さ
ん
の
湿
原
が

あ
り
ま
す
。
「
作
手
」
の
語
源
は
、
「
津

久
手
」
か
ら
来
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
「
津
」
は
水
を
、
「
久
手
」
は
湿

地
を
意
味
し
、
「
つ
く
て
」
＝「
水
の
多

い
湿
地
」
と
い
う
意
味
に
な
る
そ
う
で

す
。
平
均
気
温
が
12
.

５
度
と
低
く
、
年

間
降
水
量
が
２,
３
０
０
ミ
リ
と
極
め
て

多
い
こ
と
が
湿
原
を
作
り
出
し
た
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
指
定
天
然
記
念
物
　

　
長
ノ
山
湿
原

　
昭
和
48
年
11
月
に
県
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
、
東
海
地
方
最
大
の
面

積
を
擁
す
る
中
間
湿
原
で
す
。
地
層
に

は
泥
炭
（
枯
れ
た
植
物
が
腐
植
土
に
な

ら
ず
、
炭
化
し
た
も
の
）
が
堆
積
し
て

お
り
、
中
に
含
ま
れ
る
花
粉
、
火
山
灰
、

珪
藻
類
な
ど
か
ら
湿
原
の
成
立
過
程
や

過
去
の
気
候
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
植
物
で
は
、
固
有
種
の
ツ
ク

デ
ノ
ア
ザ
ミ
や
、
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
・
モ

ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど
の
食
虫
植
物
、
サ
ギ

ソ
ウ
・
ト
キ
ソ
ウ
な
ど
の
ラ
ン
科
植
物
、

昆
虫
で
は
日
本
最
小
の
ト
ン
ボ
で
あ
る

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
ヒ
メ
ヒ
カ
ゲ
（
蝶
）

な
ど
の
貴
重
な
種
が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

　舟着地区の保護司会・更正保護女性会が、14

回目を迎える「夏休みお楽しみ会」の企画で、

かかし作りを行いました。

　かかしは、地域の子どもからお年寄りまで3世

代約150人で作り、学校近くの畑に立てました。

　このかかしは、畑を見張ると同時に、犯罪を

減らし青少年の育成のため地域を見守る役目を

します。舟着小学校５年生の河口雄也くんは、「見

張り番になるように、目を一生懸命描きました。

ぼくたちを見守っていてほしいです」と話して

いました。

　新城総合公園で、第9回全日本ダウンヒルダー

ビー選手権大会が行われ、23チームが参加しま

した。ダウンヒルダービーとは、動力の付いて

いない手作りの乗り物が、重力だけで坂を下り、

速さを競う競技です。

　それぞれのチームは、工夫を凝らし、手作り

の乗り物でゴールを目指しました。

　NPO法人全日本ダウンヒルダービー協会事務

局長の天野温文さんは、「新城市での開催は、

これで4回目になります。来年は第10回の節目の

年になるので、盛大に行いたい」と意気込んで

いました。

全日本ダウンヒルダービー選手権

地
域
を
見
守
る

か
か
し
作
り
に
挑
戦

カキツバタ

トキソウ

カキラン 長ノ山湿原

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ

サギソウ

8／26�

8／25�

●問
本

ち
ょ
う

よ

う

で

い

た

ん

ふ

し
ょ
く

ど

け

い

そ

う

る

い

へ

ん

せ

ん

あ つ ふ み



第
13
回

し
ん
し
ろ
ス
ポ
レ
ク
祭

子
育
て
応
援
広
場

林
業
経
営
講
習
会

　
10
月
20
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
新
城
総
合
公
園
　
入
り
口
広
場

　
（
滝
の
よ
う
な
噴
水
が
目
印
で

　
す
。
東
出
入
り
口
か
ら
お
入
り

　
く
だ
さ
い
）

　
子
育
て
中
の
ご
家
族
な
ら
ど
な

　
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
鳥
原
児
童
館

へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
判
断
に

迷
う
場
合
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
無
料

参
加
ス
タ
ッ
フ
　
　

　
小
児
科
医
師
・
薬
剤
師
・
言
語

　
聴
覚
士
・
臨
床
心
理
士
・
看
護

　
師
・
助
産
師
・
保
育
士
な
ど
　

　
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
飲
み
物
・
お
や

　
つ
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
個
別
相
談
に
も
お
応
え
し
ま

　
す
。（
相
談
時
は
、
お
子
さ
ん

　
を
お
預
か
り
し
ま
す
の
で
お
気

　
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た

　
事
前
に
相
談
内
容
を
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
受
け
付
け
ま
す
）

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
3

　
体
育
の
日
に
、
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
か
き
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
８
日

（祝）

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
２
時

※
雨
天
の
場
合
、
歩
こ
う
会
、
グ

　
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
以
外

　
は
中
止
、
歩
こ
う
会
は
10
月
14

　
日

（日）
に
延
期

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
ほ
か

　
歩
こ
う
会

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

　
　
企
画
課
秘
書
室

　
　
☎
23
‐
7
6
1
8

　

h
is

h
o
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
10
月
２
日

（火）

　
午
前
10
時

　
新
城
文
化
会
館

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
入
れ
ま
す
。

市
功
労
者
表
彰
式

　
　
地
域
振
興
課

　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
作
品
展
　

　
鳳
来
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
ク

ラ
ブ
に
よ
る
作
品
展
で
す
。
壁
掛

け
、
手
提
げ
袋
な
ど
会
員
が
心
を

込
め
て
作
り
上
げ
た
作
品
が
並
び

ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日

（月）
〜
31
日

（水）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

観
来
館
10
月
の
展
示

み

に

こ

ん

か

ん

市
民
病
院
　
小
児
科
外
来
　

☎
22
‐
2
1
7
1
（
午
後
１
時
〜
５
時
）

s
h
in

s
h
iro

-b
y
o
in

@
io

.o
c
n
.n

e
.jp

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　

h
o
u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

　

　
往
復
は
が
き

　
〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

  
 

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6

「
き
の
こ
を
調
べ
よ
う
」

　
10
月
14
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
作
手
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
周

　
辺

　
作
手
高
原
の
野
生
き
の
こ
の
観
察

　
鬼
久
保
広
場
内
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
セ
ン
タ
ー

　
大
人
500
円
　
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
採

　
集
用
具

　
博
物
館
学
術
委
員

秋
の
特
別
展
「
き
の
こ
展
」

　
９
月
29
日

（土）
〜
11
月
４
日

（日）

　
（
火
曜
は
休
館
日
）

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
市
内
や
そ
の
周
辺
の
野
生
き
の

　
こ
の
実
物
展
示
と
、
き
の
こ
の

　
は
た
ら
き
や
毒
性
な
ど
を
解
説

　
し
た
パ
ネ
ル
展
示

　
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す

　（
大
人
210
円
　
小
・
中
学
生
100
円
）

　
新
城
地
方
の
き
の
こ
の
分
布
調

　
査
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
野
生

　
き
の
こ
の
持
ち
込
み
や
鑑
定
も

　
行
い
ま
す
。

　
東
三
河
流
域
森
林
・
林
業
活
性

　
化
セ
ン
タ
ー

（社）
奥
三
河
ビ
ジ
ョ

　
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

　
☎
23
‐
2
5
5
4

　
�
24
‐
1
3
0
0

　
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

　
新
城
林
務
課

　
☎
23
‐
2
1
1
1

　
林
業
振
興
課

　
☎
０
5
3
6
‐
６２
‐
０
５
４
7

　
①
11
月
10
日

（土）

　
②
12
月
15
日

（土）

　
２
回
連
続
講
座

　
①
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

　
②
市
内
山
林

　
奥
三
河
地
域
に
森
林
を
所
有
す

　
る
方

 
・
境
界
の
確
認
方
法

 
・
手
入
れ
に
か
か
る
費
用
、
補
 

　
　
助
事
業
の
活
用

　
・
森
林
組
合
と
の
個
別
相
談

　
・
市
内
山
林
で
現
地
研
修

　
10
月
31
日

（水）

　
一
人
　
１，
０
０
０
円

●時

●時 ●所●所 ●内

●時

●￥ ●内

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●問
■本

●問

●問

●所

●em

●対

●対

●問
■本

●所 ●時●他

●所 ●時●他

●他

●問
■鳳

お

に

く

ぼ

●em

●em

●時

●時

●所

●所 ●持●￥

●￥

●￥●他

●内

●内 ●講 ●定

●申
●問●集

●〆



し
ん
し
ろ

し
る
ば
ー
ま
つ
り

家
屋
の
新
増
築
、
取
り
壊
し

を
さ
れ
た
方

献
血
会
場
で
骨
髄
ド
ナ
ー

登
録
が
で
き
ま
す

秋
の
市
民
茶
会

高
等
専
門
学
校
訓
練
生

ザ
イ
セ
イ
の
話
（
平
成
19
年
度
）

の
訂
正
に
つ
い
て

児
童
手
当
の
振
り
込
み

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
23
‐
5
6
6
6

　
「
２
０
０
７
し
ん
し
ろ
　
し
る

ば
ー
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
10
月
21
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
大
野
中
央
集
会
所

　
す
す
き
細
工
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
、
会
員
の
作
品
展
示
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発

　
市
文
化
協
会

　
☎
23
‐
7
6
5
6

　
10
月
28
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
新
城
文
化
会
館

　
裏
千
家
…
和
室

　
松
尾
流
…
301
講
習
室

　
前
売
　
二
席
 

800
円

　
当
日
　
一
席
 

500
円

　
 

東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
0
5
3
3
‐
93
‐
2
0
1
8

科
目

　
木
造
建
築
科
　

　
中
卒
コ
ー
ス
 

２
年
 

20
人

　
募
集
期
間

　
11
月
12
日

（月）
〜
１
月
９
日

（水）

　
試
験
日

　
１
月
18
日

（金）

　
受
験
資
格

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　
す
る
30
歳
以
下
の
方
（
３
月
卒

　
業
見
込
み
含
む
）
障
害
者
は
、

　
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
可
能

　
と
認
め
ら
れ
る
方

選
考
方
法
　

　
筆
記
試
験
・
面
接

申
込
方
法

　
入
校
す
る
専
門
校
へ
直
接
ま
た

　
は
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

　
業
安
定
所
を
経
由
し
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
入
校
検
定
料

　
４，
４
０
０
円

税
務
課
　

☎
23
‐
7
6
1
5

財
政
課
　
☎
23
‐
7
6
1
8

　
平
成
19
年
１
月
以
降
に
、
車
庫

や
物
置
な
ど
を
含
む
建
物
の
新
築
・

増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し
を
さ
れ

た
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ご
都
合
を
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま

す
。

　
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
役
所
本
庁
東
庁
舎
で
献
血
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
、
ぜ
ひ
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ

ー
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
10
月
９
日

（火）
　
午
前
10
時
〜

　
午
後
３
時

　
（
午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
０

　
時
30
分
を
除
く
）

　
市
役
所
本
庁
東
庁
舎

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方

①
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理

　
解
し
て
い
る
方

②
年
齢
が
18
歳
以
上
54
歳
以
下
で

　
健
康
な
方

③
体
重
が
男
性
45
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

　
上
、
女
性
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

　
の
方

　
原
則
予
約
制
で
行
い
ま
す
が
、

　
登
録
で
き
る
条
件
に
該
当
し
、

　
登
録
す
る
意
志
が
あ
る
場
合
は
、

　
直
接
来
場
者
の
受
け
付
け
も
行

　
い
ま
す
。

新
城
保
健
所

☎
22
‐
2
2
0
3

ふ

き
ゅ
う

け
い
は
つ

ざ
い
　
く

ま

つ

お

り
ゅ
う

う
ら

せ
ん

け

　
　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
・
同
短

　
　
期
大
学
部
入
試
事
務
局
　

　
　
☎
23
‐
3
3
1
1

　
社
会
人
の
方
を
対
象
に
、
特
別

入
試
枠
で
募
集
し
ま
す
。

・
短
期
大
学
部
介
護
福
祉
学
科

・
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科

 
試
験
日

　
11
月
４
日

（日）
ほ
か
5
回
あ
り

科
目

　
面
接
と
小
論
文
（
短
期
大
学
部

　
は
作
文
）

 
受
験
資
格

　
（１）
出
願
時
満
22
歳
以
上
の
方

　
　
（
短
期
大
学
部
は
20
歳
以
上
）

　
（２）
職
業
経
験
３
年
以
上
を
持
つ
方

　
　
（
短
期
大
学
部
は
２
年
以
上
）

　
　
家
事
従
事
を
含
む

社
会
人
特
別
優
遇
減
免

　
入
学
金
30
万
円
の
う
ち
、
20
万

　
円
を
減
免
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
入
試
事
務

　
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

愛
知
新
城
大
谷
大
学

社
会
人
入
学

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

　
児
童
手
当
（
６
〜
９
月
分
）
を
１０

月
５
日

（金）
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

受
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

※
出
産
、
転
居
、
転
出
、
転
職
な
ど

　
の
際
は
、
本
庁
児
童
課
、
ま
た
は

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
の
市

　
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
８
月
発
行
の
「
ザ
イ
セ
イ
の
話
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

昨年のようす

正
誤
表

正
 

　

　
誤

P
46
資
本
の
部
合
計

P
40
表
内
 

右
側

P
40
表
内
 

右
側

流
動
負
債
 

流
動
資
産

買
掛
金
 
 
 

売
掛
金

3
0,
0
0
0,
0
0
0

2
0,
0
0
0,
0
0
0

け

ん

け

つ

こ

つ

ず

い

●時

●時

●時

●対

●対

●所 ●時●所●￥

●￥

●内●問 ●問

●問
■本

●問
■本

●時●他

●問
●申

●問
●申

●所

●問
●申

●申
●問

■本■鳳■作



新
城
警
察
署
だ
よ
り

元
気
ウ
ォ
ー
ク
21

参
加
者
募
集

平
成
19
年
度

後
期
手
話
講
習
会

　
新
城
警
察
署

　
☎
22
‐
0
1
1
0

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち

　
10
月
11
日

（木）
か
ら
20
日

（土）
ま

　
で
の
10
日
間
「
秋
の
安
全
な
ま

　
ち
づ
く
り
県
民
運
動
」
が
行
わ

　
れ
ま
す

 
犯
罪
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
「
犯
罪

者
の
い
な
い
地
域
社
会
を
自
分
た

ち
の
力
で
つ
く
る
」
と
い
う
気
持

ち
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
県
民
運
動
を
機
会
に
も
う

一
度
、
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
防

犯
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
や
地
域
で

話
し
合
い
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
国

土
交
通
省
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

三
重
県
、
名
古
屋
市
の
共
同
で
、

中
京
都
市
圏
に
立
地
す
る
事
業
所

を
対
象
と
し
た
物
流
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
調
査
票
が
送
付
さ
れ
た

事
業
所
は
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

　
新
城
図
書
館

　
☎
23
‐
2
3
3
3

　http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

「
う
ち
ど
く（
家
読
）」の
す
す
め

　
今
、
小
学
校
の
「
朝
の
読
書
（
朝

読
）
」
で
定
着
し
た
読
書
の
習
慣

を
、
家
庭
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、

家
で
読
む
「
う
ち
ど
く
（
家
読
）
」

運
動
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。「
う

ち
ど
く
」
で
家
族
の
会
話
を
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る
と
き
」

　
長
谷
川
義
史
／
作
・
絵

　
ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い

　
る
時
、
同
じ
空
の
下
で
何
が
起

　
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
平

　
和
を
願
う
絵
本
で
す
。

「
ピ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
」

　
ト
ッ
ド
・
パ
ー
ル
／
作

　
堀
尾
輝
久
／
訳

　
ア
メ
リ
カ
で
平
和
教
育
教
材
と

　
し
て
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
絵

　
本
で
す
。
　

「
黒
グ
ル
ミ
の
か
ら
の
な
か
に
」

　
M.
マ
ン
ゴ
ー
、
C
.

セ
ゴ
ヴ
ィ

　
ア
／
作
　
と
き
あ
り
え
／
訳

　
病
気
の
母
親
を
迎
え
に
来
た
死

　
神
を
、
ク
ル
ミ
に
閉
じ
込
め
る

　
こ
と
に
成
功
し
た
少
年
で
す
が

　
…
。
「
命
」
の
話
で
す
。

「
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
シ
ョ
ー
ト
ス

ト
ー
リ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　
千
葉
茂
樹
／
訳
　
和
田
誠
／
画

　
初
の
日
本
語
訳
作
品
も
多
く
入

　
っ
た
、
名
作
短
編
の
新
訳
で
す
。

　
10
月
４
日
〜
12
月
６
日
（
毎
週

　
木
曜
日
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
西
部
公
民
館
（
ち
さ
と
館
）

　
１，
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

　
な
ど
）

　
健
康
の
道
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら

季
節
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
の
あ

　
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
好
き
な
コ
ー
ス
を
選
ん
で
く

　
だ
さ
い
。
１
回
だ
け
の
参
加

　
も
可
能
で
す
。

　
無
料

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
教
育
訓
練
給
付
支
給
要
件

　
期
間
　
３
年
以
上

　
初
回
受
給
に
限
っ
て
１
年
以
上

　
で
受
給
可
能
　
　

　
給
付
率
　
教
育
訓
練
経
費
の
20

　
パ
ー
セ
ン
ト
（
上
限
10
万
円
）

・
特
例
一
時
金
給
付
水
準

　
短
期
特
例
被
保
険
者
の
方
は
、

　
基
本
手
当
日
額
が
40
日
相
当
分

　
に
な
り
ま
す
。

・
育
児
休
業
給
付
率

　
給
付
率
　
50
パ
ー
セ
ン
ト
に
上

　
が
る

　
平
成
19
年
３
月
31
日
以
降
に
職

場
復
帰
さ
れ
た
方
は
、
職
場
復
帰

給
付
金
が
暫
定
的
に
20
パ
ー
セ
ン

ト
に
上
が
り
ま
す
。

●HP ●問

社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
‐
5
6
1
8

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

雇
用
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

10
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

新
城
公
共
職
業
安
定
所

☎
22
‐
1
1
6
0

講 習 内 容

日 程� 　　　　　　　　　内　　　　　　　　容

日にち

10月 4日（木）

　　 25日（木）

11月 8日（木）

　　 18日（日）

　　 29日（木）

12月13日（木）

コ ー ス

新城保健センター周辺

いきいきうでこき山コース

桜淵誘遊コース

新城保健センター周辺

設楽原コース

舟着コース

所要時間

10/4

11

18

25

11/1

8

15

22

29

12/6

開講式　　　　　　　　　　　　　

第1講座・会話編Ⅰ　手話であいさつ（あいさつの表現）

第2講座・会話編Ⅱ　私は新城生まれです（都道府県名の手話）

第3講座・会話編Ⅲ　あなたの仕事は何ですか（仕事の表現）

第4講座・会話編Ⅳ　手話を学んでいます（基本的な動作表現）

第5講座・会話編Ⅴ　手話の勉強は楽しい（気持ち・感想の表現）

第6講座・会話編Ⅵ　どちらが好きですか（疑問の表現）

第7講座・会話編Ⅶ　今何時ですか（時の表現）

第8講座・まとめの発表会 あした、会えますか（可能性・推量の表現）

閉講式・茶話会 手話サークル「イコール」入会手続き・その他など

一般被保険者

　被保険者期間6カ月

　（各月14日以上勤務）

短時間労働被保険者

　被保険者期間12カ月

　（各月11日以上勤務）

被保険者区分関係なく

　被保険者期間12カ月

　（各月11日以上勤務）

倒産・解雇などで離職し

た方

　被保険期間6カ月

　（各月11日以上勤務）

9月30日までに
離職された方

10月1日以降に
離職された方 旧新

失業給付要件

約60分

約60分

約50分

約60分

約40分

約50分

県
内
の
企
業
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

物
流
調
査
に
ご
協
力
を

中
部
都
市
圏
物
流
調
査
実
施
本
部

�
0
1
2
0
‐
541
‐
2
5
6

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

●問

●問

●問

●問
●申

●問

ほ

り

お

て
る

ひ
さ

ち

ば

し
げ

き

わ

だ

ま
こ
と

し

に

が

み

は

せ

が

わ

よ

し

ふ

み

●￥ ●対●時



消防署　☎ 22‐1119

�
開
催
日
時

　
10
月
７
日

（日）
　
午
前
９
時
〜
正
午

�
開
催
場
所

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

�
講
習
内
容
　

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
・

　
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
）
、

　
大
出
血
時
の
止
血
法

�
募
集
定
員
　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

※
持
ち
物
　
筆
記
具

�
新
城
地
区

　
新
城
設
楽
事
務
所
、
新
城
総
合
公
園
、
新
城

　
東
高
校
、
新
城
高
校
、
新
城
市
民
病
院
、
市

　
役
所
、
新
城
文
化
会
館
、
パ
チ
ン
コ
ド
リ
ー

　
ム
、
パ
チ
ン
コ
キ
ン
グ
ス
タ
ー
、
横
浜
ゴ
ム
、

　
新
城
保
健
所
、
　
三
河
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

　
新
城
観
光
ホ
テ
ル
本
館
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　
ー
、
新
城
福
祉
会
館
、
三
菱
電
機
、
中
部
電

　
力
新
城
営
業
所

�
鳳
来
地
区

　
県
有
林
事
業
所
（
県
民
の
森
）
、
湯
谷
老
人

　
福
祉
館
、
鳳
来
寺
高
校
、
星
野
病
院
、
ゆ
〜

　
ゆ
〜
あ
り
ー
な
、
鳳
来
総
合
支
所
、
静
巌
堂

　
医
院

�
作
手
地
区

　
作
手
高
校
、
作
手
総
合
支
所
、
つ
く
で
手
作

　
り
村
、
つ
く
で
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

カ
ム
ズ

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
状
況

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

●問

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
に

伴
う
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
手
口
は
、
消
防

職
員
や
市
役
所
職
員
な
ど
を
装
っ
て
家
庭

に
訪
問
し
、
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取

り
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
言
っ

て
設
置
す
る
必
要
の
な
い
所
に
警
報
器
を

設
置
し
、
不
当
に
高
額
な
請
求
を
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
　

�
消
防
職
員
や
市
役
所
職
員
が
直
接
住
宅

　
用
火
災
警
報
器
を
販
売
し
た
り
、
業
者

　
に
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

�
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
価
格
の
目
安
は
、

　
１
個
４，
０
０
０
円
〜
９，
０
０
０
円
が

　
中
心
で
す
。

　
日
本
消
防
検
定
協
会

　
が
性
能
を
確
認
し
た

　
製
品
に
は
、
Ｎ
Ｓ
マ

　
ー
ク
が
入
っ
て
い
ま

　
す
の
で
、
講
入
の
目

　
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

�
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
は
、
家
電
販
売
店
や

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

　
ど
で
販
売
し
て
お
り
、

　
ご
自
分
で
の
取
り
付

　
け
が
可
能
で
す
。

�
業
者
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　
依
頼
す
る
場
合
は
、
事
前
に
見
積
も
り

　
を
取
り
、
工
事
内
容
を
よ
く
確
認
す
る

　
な
ど
納
得
し
た
上
で
依
頼
し
て
く
だ
さ

　
い
。

�
「
だ
ま
さ
れ
た
！
高
額
な
請
求
を
さ
れ

　
た
！
」
そ
ん
な
と
き
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

　
オ
フ
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。
契
約
解

　
除
を
求
め
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う

　
と
き
は
、
契
約
書
受
領
後
８
日
以
内
に

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
旨
を
書
面
に

　
書
い
て
販
売
業
者
に
郵
送
し
ま
す
。

　
　
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
契
約
書
な
ど
に

　
は
不
用
意
に
サ
イ
ン
を
せ
ず
、
お
か
し

　
い
と
思
っ
た
ら
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し

　
ょ
う
。
　

�
問
い
合
わ
せ

　
消
防
総
務
課
　
�
22
‐
１
７
４
６

注 訪問販売業者をよく確認し、納得した上で代金を支払いましょう

　
市
内
の
A
E
D
設
置
場
所
は
年
々
増
え
て
い
ま

　
す
。
（
６
月
22
日
現
在
）

せ

い

が

ん

ど

う
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   部長医師 影山里実

　
子
ど
も
は
よ
く
高
熱
を
出
し
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
体
内
に
侵
入
し

た
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
を
退
治

す
る
た
め
の
正
常
な
防
衛
反
応
で
す
。

ど
ん
な
に
丈
夫
な
子
ど
も
で
も
、
小

学
校
に
あ
が
る
ま
で
に
最
低
数
回
は

高
熱
を
出
し
ま
す
。
高
熱
は
不
愉
快

な
症
状
で
す
が
、
子
ど
も
自
身
の
力

で
免
疫
力
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
避

け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
脳
炎
・
脳
症
（
必

ず
意
識
障
害
・
け
い
れ
ん
を
伴
い
ま

す
）
で
も
合
併
し
な
い
限
り
、
高
熱

の
み
で
脳
に
後
遺
症
を
残
す
こ
と
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

脳
症
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
、
最

近
の
お
母
さ
ん
方
は
必
要
以
上
に
「
子

ど
も
の
熱
」
に
過
敏
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
発
熱
時
、
病
院
に
か
か
る
理
由
に

は
、
①
「
た
だ
の
カ
ゼ
で
は
な
く
、

な
に
か
重
症
の
病
気
が
隠
れ
て
い
な

い
か
」
と
い
う
心
配
と
、
②
「
早
く

受
診
し
た
方
が
早
く
熱
が
下
が
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
期
待
の
２
つ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
①
に
関
し
て
は
、
子
ど
も
の
発
熱

の
約
95
パ
ー
セ
ン
ト
は
単
な
る
カ

ゼ
（
＝
ウ
イ
ル
ス
感
染
）
で
、
ほ
と

ん
ど
が
自
然
に
治
り
ま
す
。
一
方
、

抗
生
剤
治
療
の
必
要
な
細
菌
感
染
や
、

川
崎
病
な
ど
入
院
が
必
要
な
病
気
の

可
能
性
も
約
５
パ
ー
セ
ン
ト
存
在
し

ま
す
。
お
母
さ
ん
方
が
そ
れ
を
見
分

け
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

発
熱
２
日
目
に
は
病
院
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
発
熱
当
日
で

は
小
児
科
専
門
医
で
も
”た

だ
の
カ

ゼ
か
否
か

“
を
診
断
し
か
ね
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
は

夜
中
に
熱
を
出
す
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
一
刻
も
早
く
救
急
外
来
を
受

診
し
た
方
が
よ
い
ケ
ー
ス
は
稀
で
す
。

（
※
３
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
や
、

呼
吸
が
ゼ
コ
ゼ
コ
苦
し
そ
う
で
眠
れ

な
い
、
初
め
て
の
痙
攣
な
ど
は
例
外

で
す
）

　
②
に
関
し
て
は
、
子
ど
も
の
発
熱

の
約
95

パ
ー
セ
ン
ト
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
な
の
で
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
水
ぼ
う
そ

う
は
例
外
で
す
）
残
念
な
が
ら
、
早

く
病
院
に
来
た
か
ら
と
い
っ
て
、
早

く
治
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
。
一

般
的
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
し
小
児

科
医
が
処
方
す
る
の
は
、
対
処
療
法

（
咳
・
鼻
水
や
下
痢
な
ど
、
不
快
な

症
状
を
和
ら
げ
る
）
の
薬
で
す
。

　
最
後
に
、
解
熱
剤
の
使
い
方
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。
「
身
体
の
正
常
な

防
衛
反
応
を
邪
魔
す
る
か
ら
、
む
や

み
に
使
わ
な
い
方
が
よ
い
」
と
い
う

の
が
小
児
科
医
の
一
般
的
な
意
見
で

す
。
し
か
し
、
夜
間
に
体
温
が
38
.

５
℃
以
上
あ
り
不
機
嫌
で
全
く
寝
付

け
な
い
時
な
ど
に
、
「
一
時
的
に
熱

を
下
げ
、
病
気
に
立
ち
向
か
う
体
力

を
温
存
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
考
え
が

間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
私
自
身
も
娘
に
使
用
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ

ン
と
い
う
薬
が
最
も
安
全
で
、
生
後

６
カ
月
以
上
の
子
ど
も
に
使
用
可
能

で
す
。
坐
薬
や
シ
ロ
ッ
プ
製
剤
が
民

間
薬
局
で
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
ご
家
庭
で
は

常
備
し
て
お
き
、
い
ざ
子
ど
も
が
夜

中
に
発
熱
し
た
と
き
に
用
い
て
、
と

り
あ
え
ず
一
晩
を
し
の
ぐ
こ
と
も
現

実
的
な
方
法
で
す
。

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

プロフィール
出身地：
　新城生まれの新城育ち
出身大学：
　京都府立医科大学
趣味：
　山歩き・ジムカーナ

い
な

ま
れ

け
い
れ
ん

せ
き

ざ

や
く

かげ やま さと み



新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

　
高
齢
者
な
ど
体
力
が
低
下
し

て
き
て
い
る
方
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
肺

炎
な
ど
を
起
こ
し
重
症
化
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
効
果
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
接
種

後
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
場
合
は
軽
症
で
済
む
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
流
行
す
る

冬
以
前
に
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に

　
該
当
す
る
接
種
希
望
の
方

・
65
歳
以
上
の
方
（
10
月
1
日

　
（月）
か
ら
接
種
対
象
者
に
は
案

　
内
状
を
郵
送
し
ま
す
）

・
60
〜
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・

　
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫

　
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　
機
能
障
害
を
有
す
る
方
は
、

　
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

　
10
月
15
日

（月）
〜
12
月
28
日

（金）

※
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
状
況
で
開

　
始
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
医
療
機
関
（
直
接
医
療

　
機
関
へ
の
申
し
込
み
・
予
約

　
が
必
要
で
す
）

　
１，
０
０
０
円

　
（
接
種
し
た
医
療
機
関
に
お
支

　
払
い
く
だ
さ
い
）

　
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
と

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

自
己
負
担
金
免
除
の
該
当
者
と

な
り
ま
す
。
該
当
の
方
は
、
予

防
接
種
前
に
、
各
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
接
種
対
象
者
以
外
の
方
は
、

医
療
機
関
で
の
自
費
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
10
月
14
日

（日）

　
新
城
文
化
会
館

　
歯
科
指
導
・
歯
科
健
診

　
歯
科
相
談
・
フ
ッ
素
塗
布

　
母
子
健
康
手
帳

　
就
学
前
の
乳
幼
児

受
付
時
間

・
乳
幼
児
〜
年
少
児
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

・
年
中
・
年
長
児

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歯
磨

　
き
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
兄
弟
・
姉
妹
で
来
ら
れ
て
、
受

　
付
時
間
が
ま
た
ぐ
場
合
は
、
ど

　
ち
ら
の
時
間
で
も
可
能
で
す
。

　
子
ど
も
さ
ん
の
歩
き
方
や
手
の

動
き
な
ど
の
相
談
や
訓
練
方
法
に

つ
い
て
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
10
月
10
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談
、
訓
練

　
母
子
健
康
手
帳

　
就
学
前
の
乳
幼
児

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
10
月
6
日

（土）
　
午
前
実
施

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が

　
ん
・
乳
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
１，

　
０
０
０
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん

　
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
10
月
11
日

（木）

　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
18
年
12
月
か
ら
19
年
6
 

　
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ

　
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

　
10
月
18
日
・
11
月
15
日
・
12

　
月
20
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
講
話
・
妊
婦
体
操
・
沐
浴
実

　
習
な
ど

　
母
子
健
康
手
帳
ほ
か

※
３
回
１
コ
ー
ス
で
す
が
、
１

　
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
10
月
19
日

（金）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
25
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
・
新
城

　
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

子
ど
も
の
運
動
発
達
相
談

（
要
申
込
）

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

　
10
月
2
日

（火）
　
午
前
10
時

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
9
日

（火）
　
午
前
10
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

●問●問●問

●申
●問

●所 ●時

●持

●持

●持

●持

●対

●￥

●￥

●内 ●所 ●時

●申
●問●内 ●所 ●時

●所

●対 ●内●所●所 ●時●時

●所 ●時●対

●所

●時

●申
●問

●申
●問 ●時●所 ●時

●所 ●時

●対 ●対

●対

●内

●内

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●問

●申
●問

も
く
よ
く

と
　
ふ



市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

18年 33

31

－2

1

0

－1

43

43

0

44

43

－1

129

134

5

207

171

－36

5

2

－3

265

222

－43

270

224

－46

847

797

－50

19年

増減

18年

19年

増減

分

累計
8月末
現在

8月中

筒
井
　
達
也

辻
井
　
誠
大

鈴
木
さ
く
ら

加
藤
　
 
遼

山
口
　
天
夢

神
戸
　
　
巽

梶
原
　
琢
矢

原
さ
く
ら
こ

河
口
ひ
ま
り

梅
田
禅
之
助

中
野
　
冴
紀

藤
原
　
彪
雅

杉
下
 
　
諒

古
村
　
 
碧

加
藤
　
凜
生

古
瀬
　
廉
士

田
畑
　
夏
輝

金
沢
　
有
夏

林
 
　
優
花

菅
谷
　
夏
蓮

加
藤
優
杜
菜

田
中
崇
志
朗

狭
石
　
忠
臣

平
松
　
柚
樹

植
田
　
絢
音

菅
谷
陽
奈
子

小
川
　
莉
加

横
山
　
準
人

斉
藤
　
 
匠

松
村
　
瑠
依

男男女男女男男女女男女男男女男男男女女女女男男男女女女男男男

靖
智
慈
大
　

浩
之
眞
吾
政
利
　

則
孝
　

正
史
真
慈
康
司
　

ち
ひ
ろ

喜
一
郎

健
悟
成
利
慎
悟
　

英
之
　

浩
二
　

秀
平
尚
哉
　

英
司
　

洋
介
　

弘
光
秀
信
　

充
樹
　

邦
博
　

容
正
　

英
祐
佳
訓
　

英
樹
貴
明
　

謙
介

石
田
　

平
井
長
篠
西

東
新
町

富
岡
西
部

大
野
田

東
新
町

平
井
　

東
新
町

石
田
　

作
手
須
山

栄
町
　

八
名
井

弁
天
　

弁
天
　

平
井
　

入
船
　

平
井
　

栄
町
　

東
新
町

明
和
　

黒
田
　

緑
が
丘

庭
野
　

弁
天
　

大
野
田

平
井
　

明
和
　

東
新
町

本
町

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

育 児 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

老人福祉センター虹の郷

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

新城保健センター

毎週月～金曜日　（要予約）

10/1（月）　午前9時　（要予約）

10/1（月）　午前10時　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

10/11（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

10/26（金）　午前10時～午後3時　（要予約）

10/10（水）、24（水）　午後1時～4時　（要予約）

10/4（木）、18（木）　午後1時～4時

10/3（水）、17（水）　午後1時～4時

10/9（火）　午後1時～4時

10/9（火）、23（火）　午前10時～午後2時

10/12（金）　午後1時～4時

10/16（火）　午後1時～4時

10/9（火）　午前10時～午後3時

10/9（火）　午前10時～午後3時

10/23（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

10/6（土）、20（土）　午前9時～正午　（要予約）

10/13（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

10/16（火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

（ 作 ）市 民 福 祉 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

新城まちなみ情報センター

新城保健センター
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23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

32-0553

38-1481

0120-874-412

23-5618

23-7634

23-7628

37-2211

23-7625

23-7640

32-1977

24-0001

23-8551

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

　

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

が
365
日
24
時
間
体
制
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
医
療
機
関
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直

接
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
22
‐
1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
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8月届出分
8月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

10月の各種相談

ぜ
ん

の

す
け

ゆ
　
　
ず
　
　
な
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窯に並べられた
作品の数々

洋服を作る愛子さん

紹介者：市民編集委員　加藤弘依さん

金子 岩令さん（53歳）

　　 愛子さん（50歳）

　　 知世さん（22歳）

　
見
た
目
は
、
ど
っ
し
り
と
重
量
感
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
持
つ
と
ふ
わ
っ
と
軽
い

陶
器
。
そ
れ
が
、
金
子
岩
令
さ
ん
の
自
信
の

作
品
で
、
ポ
リ
シ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
軽
く

使
い
や
す
く
、
温
も
り
と
味
わ
い
を
感
じ
ま

す
。

　
岩
令
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
知
世
さ
ん
が
陶
芸

に
、
ま
た
、
愛
子
さ
ん
が
洋
裁
に
携
わ
り
、

作
品
を
作
り
出
す
ア
ト
リ
エ
が
、
鳳
来
富
保

地
区
の
山
里
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い

ま
す
。

　
岩
令
さ
ん
は
大
阪
出
身
。
高
校
・
大
学
と

陶
芸
系
の
学
科
を
進
み
、
瀬
戸
市
と
豊
橋
市

を
行
き
来
し
て
、
現
在
の
地
に
落
ち
着
い
た

の
は
平
成
８
年
の
こ
と
で
し
た
。
隣
家
が
な

く
、
陶
芸
に
没
頭
す
る
に
は
い
い
と
こ
ろ
だ

と
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
新
城
に
移
る
前
は
、
未
だ
見
ぬ
理
想
を
求

め
、
「
き
れ
い
で
、
美
し
い
作
品
を
作
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
で
制
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
富
保
へ
移
り
住
む

よ
う
に
な
っ
て
、
環
境
と
心
の
変
化
が
あ

り
、
作
品
に
温
か
み
の
あ
る
優
し
い
作
品

が
増
え
て
き
た
と
振
り
返
り
ま
す
。
使
っ

て
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
作
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
、
知
世
さ
ん
に
も
伝
わ
り

ま
し
た
。

　
「
自
分
の
作
品
を
、
気
に
入
っ
た
人
に

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
思
い
な
が
ら
作
り

ま
す
。
そ
れ
を
手
に
と
っ
て
喜
ぶ
方
の
顔

を
見
た
時
に
、
陶
芸
の
醍
醐
味
を
感
じ
ま

す
。
ガ
ラ
ス
と
陶
器
を
融
合
さ
せ
た
作
品

も
作
り
た
い
で
す
。
」
と
語
る
知
世
さ
ん
。

　
一
方
、
愛
子
さ
ん
は
以
前
、
洋
服
を
作

る
こ
と
を
辞
め
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、

海
外
か
ら
伝
わ
っ
た
洋
服
を
日
本
文
化
の

中
で
で
き
る
可
能
性
を
探
り
た
い
と
い
う

探
求
心
と
、
最
近
で
は
、
愛
子
さ
ん
の
お

母
さ
ん
の
た
か
さ
ん
も
、
粘
土
で
人
形
を

作
る
こ
と
か
ら
、
３
世
代
コ
ラ
ボ
で
作
品

展
を
開
き
た
い
と
夢
を
語
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
作
品
を
通
し
て
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
か
か
わ
り
を
、
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し

た
。

（富保）
とみやすいわのり

あい こ

とも よ

い

ま



　
　
在
、
社
会
問
題
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
不

　
　
登
校
、
い
じ
め
、
自
殺
、
虐
待
、
ニ
ー
ト
、

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
問
題
も
、
少
し
前

ま
で
は
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
の
か
も
分
か

ら
ず
に
、
親
や
当
事
者
が
悩
み
を
打
ち
明
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
苦
悩
の
日
々
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
思
春
期
・
青
年
期
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に

対
応
で
き
る
相
談
場
所
と
具
体
的
支
援
策
を
併

せ
持
っ
た
組
織
が
、
こ
こ
東
三
河
に
も
必
要
で
、

ま
た
こ
の
問
題
の
複
雑
化
や
根
深
さ
か
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
対
応
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
す
。

　
　
こ
で
豊
橋
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

　
　
て
い
た
中
田
さ
ん
や
豊
川
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
鈴
の
緒
の
宮
澤
さ
ん
・
新
城

ま
な
び
ウ
ェ
ー
ブ
の
浅
井
さ
ん
た
ち
の
声
か
け

に
よ
り
、
各
地
で
活
動
を
し
て
い
た
人
た
ち
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
し
て
生
ま
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
N
P
O
法
人
「
い
ま
か
ら
」
で
す
。

問
題
解
決
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

しんしろ市民活動
サポートセンター運営委員会

新城まちなみ情報センター

※営業　休館日は月曜日（国民の休日にあたるときは、その翌日） 開館時間は午前9時～午後8時（年末年始は別途）

無料駐車場は北隣やその他公的駐車場あり。詳しくは受け付けにご相談ください。 ☎24‐0001

蒲郡観光交流ウィーク

ラグーナ蒲郡｢ラグナシア｣の
入園券・パスポートを
50パーセント割引

問い合わせ

蒲郡観光交流ウィーク連絡協

議会事務局

（蒲郡市商工観光課内）

電話　0533-66-1120

期　間

１０月６日（土）～１４日（日）

場　所

ラグーナ蒲郡｢ラグナシア｣

※新城市内在住の方で、期間

中に、免許証・保険証などの身

分証明書をラグナシア入場券

売り場で提示すれば、入園券・

パスポートを５０パーセント割引

とします。

指定管理から半年を振り返って…

3階会議室の利用をお待ちしています

　今年の4月に指定管理者としてスタートし半年が過ぎようとしています。行政との協働から一歩

踏み出した民間感覚での運営に無我夢中に突っ走ってきました。今年度の私の目標である「来館

者倍増」は何とかクリアできそうな見通しですが、情報センターとしての本来の「役割は何か」を試

行錯誤する毎日です。

　時々、インターネットで下調べし、初めて新城市を訪れたという方が当施設に情報地図を求めに

立ち寄られます。また、3階では体操や民謡、大型スクリーンを使ったゲームなどを楽しむ人が集

い、1階ではフォークソングを奏でる人など、日常生活の情報交換が盛んに行われるようになってき

ました。また、子どもたちを有害サイトから守ろう、という活動も始まりました。

　このようにパソコンやインターネットなどのIT情報はもちろんのこと、市の生活情報が集まる場

所、いろいろな情報を発信できる場所にしていきたいと思っています。

　今後ともさらなるご支援のほどよろしくお願いします。

情(なさ)けに、報(むく)いる「情報」センター

                                  　　　　　　　　 ○仲間を募集した講座[アロマセラピー]、[ピラティ

ス]、[プリザーブドフラワー]、[パワーヨガ]○大型スクリーンでゴルフゲームを楽しむ！、DVD鑑賞な

ど駅前映画館の再現！など工夫次第でいろいろと楽しめます。早めのご予約をお願いします。

特定非営利活動法人いまから
活動内容　①若者情報室（相談受付）

　　　　　②若者の居場所“ふらっと”

　　　　　③青少年の宿泊対応

　　　　　④鈴の緒（親ゼミ）

設　　立　平成19年4月（法人化）

会 員 数　32人

理 事 長　宮澤三枝子

連 絡 先　新城市字町並304-4

電　　話　23-8780（若者相談室）

10月のご案内

　
　
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
て
、
身
近
な
相
談
窓

　
　
口
と
し
て
電
話
や
面
談
に
よ
る
相
談
業
務

の
常
時
開
催
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を

解
消
す
る
た
め
の
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
化
や
、
外
に
出
て
自
然
と
ふ
れ
合
う
温
森
隊

の
実
施
、
宿
泊
体
験
の
開
催
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
負
担
増
加
に
つ
な
が
り
、
組
織
運
営
の

観
点
か
ら
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　
会
問
題
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
行
政
が
対
応

　
　
す
べ
き
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
の
情

報
や
理
解
、
施
策
が
進
ん
で
お
ら
ず
対
応
が
遅

れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ま
た
問
題
も
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
い
る
た
め
に
、
行
政
も
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
参
加
し
て
一
緒
に
取
り
組
み
を
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
（
取
材
・
ア
サ
イ
）

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

日曜の午後、

ギターを奏で

ながら、情報

交流のひとと

き。こんなひと

ときからすべ

てが始まる。

チャリティー募

金への協力。

ユニバーサル

デザインで人

にやさしい街

づくりを先導

します。

古着を縫い

救援物資に

するチャリテ

ィーに協 力

す るスタッ

フ。

（代表　山本拓哉）

みやざわみ え こ

かな

む が む ちゅう

し

ぬ

ぬ

く

も

り

た

い

ぎ
ゃ
く
た
い

現

N社

そ

こうさく ご



※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます
※9月14日発行日現在の年齢です

どすごい交流会 2007

心 ちゃん

父　田中　秀人さん

母　　　　実和さん（鳳来・五反田）

ここな

はやて

颯くん（右）

（左）
4歳

（平成14年10月16日生）

6歳
（平成13年4月24日生）

｢これから夜店へ行くよ�

　　　　　　楽しみだなぁ♪｣

萌花ちゃん

父　金沢　諭さん

母　　　広美さん（新城・富沢）

も か

亜美ちゃん

あ み

（左）

（右）

4歳
（平成14年9月17日生）

2歳
（平成17年6月30日生）

｢ボクは大きくなったら警察官に、

　　ワタシはフィギュアスケートの

　　　　　選手になりたいな｣

鳳来ゆ～ゆ～ありいな
〒411-1605　新城市能登瀬字壱輪23番地の1

山びこの丘
〒411-1945
新城市玖老勢字新井9番地
電話　35-1191
E-mail　nouen@smile.ocn.ne.jp

鳳来ゆ～ゆ～ありいなでは、市内4コースを曜日ごとに回る鳳来ゆ～ゆ～ありいな直行バスを

無料で運行しています。

今まで、交通の便により利用できなかった皆さんに喜んでいただける耳よりなお知らせや、

バスルート、時間など、お気軽に鳳来ゆ～ゆ～ありいなまでお問い合わせください。

また、12月には無料開放を予定しています。

今後も鳳来ゆ～ゆ～ありいなだよりをお見逃しなく！

山びこの丘では、10月27日（土）に、

秋の収穫祭として、採れたての野菜を

使った芋煮会、そして昨年好評だった

ハロウィンのランプ作りや各種体験教

室を行います。〈一部予約制〉

詳細については、電話でお問い合わせ

ください。大勢のご参加をお待ちして

います。

山びこの丘だより

緑に囲まれた湯谷温泉のクア＆スポーツ施設。

露天風呂をはじめいろいろな種類のお風呂、トレーニ

ングルームやウォータースライダー付きのプール。

大人から子どもまでゆったりのんびりリフレッシュ。

営業時間

休 館 日

電話   32-2212
E-mail　ariina@smile.ocn.ne.jp

山びこの丘ほか3施設の指定管理者からの定期便

鳳来ゆ～ゆ～ありいなだより

日　　時　10月6日（土）

　　　　　午前１０時～午後０時３０分

場　　所　豊橋市女性会館（ライフポートとよはし内）

内　　容　どすごいネット・オブ・ザイヤー発表

　　　　　どすごいセミナー「がんばるNPOのための行政とのコミュ

　　　　　ニケーション術」どすごいミーティング（参加費　１人100円）

対　　象　市民活動団体や活動に興味のある方 

じょうほう課　☎23‐7623
E-mail joho@city.shinshiro.lg.jp

東三河市民活動団体ミーティング

■本●問

詳しくは「どすごいネット」で

http://genki365.com/dosugoi/
http://genki365.net/gnkh02/i/ （携帯版）

「どすごいネット」は、東三河で活躍する市民活動団体の情報サイトです

しんしろ市民活動
サポートセンター

　しんしろ市民活動サポートセンターは、次のよ

うに利用することができます。

�会議室の利用

　（3室、団体の登録が必要）

�各市のサポートセンター情報誌の閲覧

�チラシの配架

�裁断機（手動）の利用

�コピー機の利用（1枚10円）

また、市民活動に関する各種相談、団体交流

会や市民活動に関する講座の開催を行ってます。

じょうほう課　☎23‐7623●問

えつ らん

はい か

（はつらつセンター内）の利用について

市役所

体育館前

市民
体育館

勤労青少年ホーム

はつらつ
センター

入口

午前10時～午後9時（受付終了は午後8時30分）　土･日曜日、祝日は午前9時から開館

毎週火曜日（ただし、祝日の場合は翌日）と12月29日～1月1日

い も に



　「どんなにハンディがあっても、全力で生きている」

そんな力を表現する絵画や造形作品をのびのびと制作す

る「ぽこぽこ（イタリア語で少しずつの意味）教室」に

通う子どもたち。今年も東三河在住の17人の仲間とと

もに作品展に出品しました。

　日常生活の中では支援が必要なことが多いけれど、お

気に入りの筆を持ち好きな紙に向かう時、その眼差しは

真剣です。指導者の現代美術家・荻野佐和子先生は既成

概念にとらわれないのびのびとした作品から教えられる

ことも多いと話されます。

　子どもたちは全力で仕上げた作品を褒められたり飾ら

れたりすることで、自分自身が認められていることを感

じ、大変誇らしげで満足したようすです。そんな子ども

たちの表情を見る時、親たちの心も和み、あらためて「ハ

ンディがあっても日々成長していることを実感する」そ

うです。次回の作品展に向けて夢は広がります。

　東郷西小学校の6年生男子が中心になり、胡桃正巳監督の下「ドッチビー大好

き少年」が集まり練習を重ねてきました。ナゴヤドームで行われた全国大会には

102チームが集結し、トーナメントで行われた試合では小学生高学年の部46チ

ームで見事初優勝を果たしました。

　練習はいつも遊び感覚で思いっきり楽しみながらやっていたので、練習が嫌に

なったことは一度もなかったそうです。試合でも楽しくのびのびとプレーしなが

ら、それぞれが果たすべき役割をしっかりと果たし、練習中には見たことがない

集中力によって優勝を勝ち取ることができたようです。

　「子どもたちの度胸は満点でした。ぼくの方が上がっていましたよ」と胡桃監

督は喜びいっぱいの表情で頼もしい子どもたちを見つめながら話してくれました。

東郷西小学校　6年

「ファイアーレッドBoys」

胡桃祥吾くん　　川合崇司くん

森下光基くん　　大谷樹玄くん

今本勝也くん　　矢田崎侑也くん

上田章太くん　　神谷小太郎くん

平　信作くん　　古瀬滉一朗くん

花山　翔くん　　中野　向くん　

松井　慎くん　　伊藤　巧くん

大会が近づくと

毎週土曜日の

早朝7時半から

練習です。

豊橋市の知的障害者授産施設

「童里夢」内レストラン「くう」で7月

末に開催された「第5回ぽこぽこ展」

編 集 後 記
　「どの子もみんな宝物です」新城にはまだまだ「がんばる子」がたくさんいます。

次回はあなたのことも紹介したいです。待っててくださいね。　　（青山・加藤き・加藤ひ・夏目）

豊川養護学校　高野史章くん（高１）　上田清貴くん（高１）　原　悠介くん（高１）　山本健太郎くん（高１）　佐藤和哉くん（小6）

千郷中学校　杉本美保さん（3年）　新城小学校　松井礼奈さん（4年）

副賞として

巨大BEEを

もらったよ。
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　鳳来中学校の弓道部は創立39年目の伝統ある部です。現在の部員数は男子15人、女子16人の31人で、毎日放

課後の練習は通学バスの時間を気にしながらも、みっちり1時間は集中して取り組んでいます。

　ここ5～6年は毎年県大会で優秀な成績を残し、昨年から始まった第1回東海地区中学生弓道選手権大会では、準

優勝しました。また、今年も全国大会に出場を果たし、実力を発揮してきました。こうした実績が高く評価され、

全国で2校のみ選ばれた「少年武道＜弓道＞優良団体」の表彰を受けることができました。連綿と続く卒業生の優れ

た実績と、現在の部員の皆さんの並々ならぬ努力があってこその受賞です。

　全国大会に出場した生徒さんは、大変礼儀正しくきちんとした立ち居振る舞いで、はきはきとした物言いや凛と

した眼差しがとてもすがすがしい印象でした。「道場は、夏は汗がポタポタと落ちるほど暑く、冬は深々と冷え込

む日陰なので大変だ。でも仲間とともに励まし合いながら練習し、大会で見事に当たった時ほどうれしいことはない」

と誰もが話してくれました。大声を出して動き回る競技ではありませんが、静かに体中から湧き上がる強く熱い闘

志は誰にも負けない迫力をもっていました。これが全国大会に出場した生徒さんの自信ではないでしょうか。

　小学校2年生の時、第16回全国童謡歌唱

コンクール東海・北陸ブロック最優秀賞を

受賞しました。

　合唱劇「カネト」ではカナちゃん役で出演。

4年生で「豊川親子合唱団たけのこ」に入団

してからは「とべないホタル」「ぞうれっ

しゃがやってきた」など合唱劇に家族とと

もにステージに立つなど意欲的に活動をし

ています。

　6月に初挑戦したミュージカル「サラサと

ルルジ」ではサラサ役を熱演し、指揮者の母・

とも子さんとともに1,000人に及ぶ観客を

魅了しました。

　スポーツ万能、生徒会役員としても活躍

する彼女に注目が集まっています。

2年　平野瑞季さん

日本武道協議会　少年武道優良団体表彰　鳳来中学校　弓道部　全日本少年武道〈弓道〉錬成大会にて表彰を受ける

新城中学校

平成19年度

全日本少年武道〈弓道〉

錬成大会出場選手

3年

竹川昌太郎くん　山田聖宝くん

金田修一くん　　荻野将弥くん

藤井和俊くん　　 三輪勇太くん

林　雅敬くん　

2年

佐々木達也くん　長谷一徳くん

石川敬幸くん

ミュージカル
「サラサとルルジ」
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　県大会で3位の成績をおさめ、東海大

会出場。昨年に続き、2度目の出場です。

真夏の部活動の合間に取材に応じてく

れたさわやか作手ペア。1日平均2時間

は練習、絶対とれそうもないボールを

とった時やねらった所に打って一本と

った時などソフトテニスの魅力を話し

てくれました。

　西郷君「体育がやはり好き。社会人

になってもテニスを続けたい」熊谷君「勉

強は全部好き、友達とメール交換する

のが楽しい」生徒会長や室長も務める

二人、頼もしさも充分。でも「作手に

コンビニがあればな」とやはり若い二

人です！

　夏純さんは幅広く環境問題について、

いつも考えています。「ゴミの捨て方」

「リサイクル方法」「水辺の生き物たち」

など手作りのノートにきちんと整理さ

れています。環境問題についてふれら

れた小さな新聞記事を見逃さず、情報

を集め実践しています。

　4年生の総合学習で竹炭作りから水

質浄化を学んだことが取り組むきっか

けとなったそうです。

　環境に良い生活を実践している夏純

さんから「電気はすぐに消しムダ使い

はしない。水道の蛇口はきちんと閉め

る。米のとぎ汁は床拭きに。広告の白

紙はメモ用紙に。両面刷りの広告は折

ってお皿に。など5Rと言われるリサイ

クルを中心とした再利用やムダ使いを

やめることなど誰もができる小さなこ

とから始めてほしい」とメッセージを

いただきました。

　昨年は「みどりの小道・環境コンテ

スト」で佳作。今年も夏休みいっぱい

毎日環境日記をつけて賞の獲得を目指

しています。

ぼくらの水辺発見マップ
県大会　最優秀賞

川の日実行委員会　優秀賞

　マップや環境日記のイラスト

は結花さんが担当している。

　夏純さんが調べたことをわか

りやすく記録するためには、視

覚的に訴えるイラストが一番わ

かりやすい。結花さんの描く絵

は生き生きとしていて水辺の生

き物や楽しく実践するようすが

手に取るようにわかる。姉妹で

協力し合い日記をつけ、家族そ

ろって環境に良い生活をしてい

る。

　「娘に教えられることが多く、

できることから家族皆で協力し

ています」と母の由美子さんは

笑顔で話してくれた。

6年　白井夏純さん（右）

4年　白井結花さん（左）

環境日記の数々

西郷君はこの春、県代表と
して第18回ソフトテニス
全国大会に出場しました。

舟着小学校

3年　西郷侑志くん（左）

3年　熊谷卓矢くん（右）
作手中学校 後輩もぜひ

がんばって、

東海大会へ出場

してほしいです。
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　市には現在、15歳以下の子どもたちが7,308人います。また近年ではブラジルを始

め他国籍の子どもたちも126人います。10年後20年後の本市を担う子どもたちは「ど

の子も市の宝」であり、地域社会を支える大きな力となってくれると期待しています。

　私たちは「すべての子どもが健康に成長し、元気にがんばる姿」を応援しています。

そんな「未来にはばたく元気な子どもたち」の中から、現在活躍が顕著だった皆さん

をご紹介します。

　6歳のころから家族で新城マラソンのジョギング

に参加。走ることが大好きな父親の影響を受けて、

各種大会に出場するようになりました。

　6年生の時「新城地方小学校陸上競技大会1,000

メートル」で新記録（3分04秒2）を樹立。それ以

来自己タイムの更新が一番の楽しみになったそうです。

　8月に仙台市で開催された「全日本中学校陸上競

技選手権大会」では1,500メートルに出場しました。

決勝進出には至らなかったものの、日本全国から集

まった強豪たちと熱い汗を流した経験は尚也くんに

とっては、次のステップへの大きな励みとなったに

違いありません。今後の活躍が楽しみです。

　趣味はギター。同級生の仲間とバンドを組んで文

化祭にも出演しているそうです。

　二人は浜松にあるKGS(カワイジムナステ

ィックスクール)へ往復3時間かけて、週に

4回通い、毎回2時間半の練習をしています。

　兄の幹也くんは、1年生の時から青年の家

の体操クラブへ通い、メキメキと頭角を現し、

浜松まで通うようになりました。その姿を

みて興味をもった椋也くんも一緒に通うよ

うになり、今では幹也くんもできない技が

できるほど上達したそうです。

　将来の夢は？と訪ねると兄の幹也くんは

オリンピック選手、弟の椋也くんはなんと

…ジャニーズ！かわいい顔立ちの椋也くん、

新城初の「歌って踊れるアイドル」になれ

るように期待しています。

6年　田中幹也くん（左）

3年　田中椋也くん（右）

静岡県民スポーツ大会　
器械体操　2位

（幹也くん）

2006　カワイカップ
全国器械体操競技大会出場

（椋也くん）

2007　全日本中学校陸上競技選手権大会
（ゼッケン2214が尚也くん）

鳳来中部小学校

3年　西尾尚也くん　

（豊橋陸上クラブ所属）　

新城中学校
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